
シンガポール　オフショア
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　アジアのハブとして役割を果たすシンガポールは、さまざ
まな事業の中心地となっている。その中でも良質なインフラ
を背景に、船舶や海洋構造物などの製造、整備、修理に関連
した高い技術の提供は重要な事業の一つだ。五洋建設が設計
・施工を担当した「オフショアマリンセンター２」では、シ
ンガポール西部のトゥアス地区に位置するオイル・ガスなど
海洋資源開発関連企業の支援基地を高品質に建設した。

オフショアマリンセンター２の全景
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施工時（海側から）

▷実施者五洋建設
▷実施国シンガポール共和国
▷実施都市・地区トゥアス地区
▷プロジェクト関係者ＪＴＣコーポレーション（発
注者）、Aurecon Singapore（監理者）、五洋建設、AR
UP Singapore 、Fujinami Architects & Associates
（設計者）

▷実施期間年２月年３月
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